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前に positron emission tomography (PET)の研究で、運動がドパミン神経系のドパミン放出を促進
することを報告した。そこで今回は、運動遂行下で STN-DBS の刺激オン／オフの効果を [11C]ラク
ロプライド-PET を用いて検討した。 
 対象は STN-DBS 術後のパーキンソン病患者 12名（平均年齢 64.9±7.8歳、男女各 6名、平均
罹病期間 12.3 年）。右足関節屈伸連続運動を遂行させ、DBS 刺激オン／オフの状態で２回の
PET を撮影した。関心領域は、被殻（腹側、背側）・尾状核・側坐核に設定し、ラクロプライド結合能
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